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               ★センター・別院からのお知らせ★                                          
 

  企画会議・組長懇談会開催 「各組企画会議懇談会」について報告・討議                 
  

去る２月１４日、今年度第１回企画会議、２１日には、組長懇談会が開催さ

れた。 

この両会議の主題は、昨年３月から７月にかけて実施された「企画会議各組

懇談会」の報告及び意見交換であった。 

報告内容の中心点となったのが、センターが謳ってきた理念の空回り。そこ

にはセンターの現場に対する「理解不足」があり、更にその問題性が共有でき

ないまま、教化事業の立案運営がなされてきたことに問題があるという点。 

組長懇談会では、今回の報告について各組で話し合いをいただき、６月２日

の企画会議までに報告いただくことが確認された。 

 
 

    嘉念坊上人祥月・春季彼岸会・蓮如上人祥月 （高山別院）         
3日（月） 嘉念坊上人祥月命日・顕彰会総会・記念講演(東等寺竹田雅文氏) 

17 日(月) 帰雲真智氏（還来寺住職）「法名は必要なの？」と問われて 

18 日(火) 旭野康裕氏（永養寺住職）願わくは一切世界の人々と 

19 日(水) 内記 淨氏（徃還寺住職）ナムアミダブツ‐初めに礼拝あり‐ 

20 日(木) 三 島 多 聞（別 院 輪 番）四食…与えられたいのち 

21 日(金) 三枝正尚氏（隨縁寺住職）おばあちゃんの涙‐戦後 80年を迎えて‐ 

22 日(土) 四衢 亮氏（不遠寺住職）彼岸から届く願い 

23 日(日) 白尾公信氏（了心寺住職）彼岸と往生 

28日(金） 宗祖御命日（蓮如忌兼修） 
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昨年、真宗公開講座で「佐奈姫さまとお念仏」をテーマにお話をする機会をいただきました。輪番の立場で、学

術的でない話をということで引き受けました。 

ご存じの通り、佐奈姫は本願寺１３代宣如上人の娘でありますが、なぜこの山深い飛騨に嫁がれたのか、そこには大きな時代背景があると考えます。そこで、教

如上人４００回忌の折に本山から発行された『教如上人と東本願寺創立』を基に、大谷本願寺別立の頃の、「茶の湯」を通じての人脈を図にして整理してみました。 

金森長近は、飛騨の国においては重要人物です。「茶の湯」は、長近と信長、長近と秀吉、長近と利休、利休と教如、長近と家康をつなげるコミュニケー

ションツールでした。そして「教如と家康」の会見へと展開していきます。本願寺の東西分派の背景にも長近がいます。私は佐奈姫が飛騨に嫁いだ背景

に、本願寺の分派に伴う教線拡大の意図が影響しているとみています。さて、「茶の湯」の人脈図から、あなたの「大河ドラマ」を作ってみてください。 

【A】の茶の湯 

秀吉、本願寺に大坂天満の地を寄進 

1585.5月 御礼参上 顕如・教如・利休・（秀吉） 

【C】１の茶会 

 秀吉、教如・弟顕尊を茶湯に接待 

1585.12月 

 ※利休を介し、秀吉と教如の交流 

【Ｃ】２の会見 秀吉と教如 

1590 秀吉、本願寺に京都移転を命ず 

1591 秀吉、本願寺に京都堀川六条の地を寄進 

1592 顕如示寂 

   教如、本願寺留守職となる(35歳) 

1593 母・如春尼、三男准如(17歳)への「本願寺 

留守職」の譲状があると秀吉に訴える 

結果、教如辞職納得を提出 

准如、留守職に就任 
 

准如の本願寺は西本願寺となる 

朝廷、和議 

顕如受託(3月) 

教如大坂拘様(4ヵ月) 

【D】の茶の湯 1599～ 

教如・長近 於 伏見屋敷 

本願寺 12代 

本願寺の坊官「三人の年寄」 

下間頼廉 

下間仲之 

下間頼龍 
【F】の会見 家康と教如 

 1599 秋  教如、伏見で家康と会見 

 1600 7月 教如、家康を東国に訪ねる。教如帰途、三成妨害 

    9月 15日 〔関ヶ原の合戦〕 

      20日  教如、大津城で家康と会う 

 1601 7月 05日  家康、本願寺に教如を訪ねる 

8月 15日  教如、伏見城に家康を訪ねる 

       16日  家康、伏見より上京し帰途 教如を訪ねる 

1602 2月 家康、教如に京都烏丸六条の地を寄進 

      東本願寺創立。教如の「ご坊建立の教線拡大」 

1603  教如(46歳)、妙安寺(群馬県前橋市)より御真影を迎える 

〔教如流浪期〕1580～1582頃 

顕如と親子義絶 

所在不明 岐阜・郡上辺りも流浪 

〔教如隠居期〕1593～1602頃 

 1596「大谷本願寺」梵鐘鋳造 

 1599「正信偈」「三帖和讃」開版 

【B】の茶の湯 1590   長近は利休の門下 

利休・教如・長近    利休は教如の友 

1571 信長、延暦寺焼打                       

1573 信長、伊勢長島の一向一揆平定  

1582 信長、本能寺の変 明智光秀  

 

※仏法・世法      等しく安ずる 

東西分派 

センター長・輪番  

会見・交流・政治(外交) 

 

） 

石田三成 

石山合戦 
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   天下布武                     （１.２） 

                      1570～1580        

                                                      本多正信 

  

D C 

利久 

秀吉 長近 宣明

るい

明 

教如 家康 信長 

茶の湯 
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 飛騨御坊 HP『ひだご坊一口法話』 ３月    江馬 耀準氏（益田組光雲寺住職）・北條 秀樹氏（高山１組了泉寺住職） 

 第５回 真宗公開講座   ３月６日（火）１４:００～ 講題：「三帰依文の願い」 講師：安藤 弥氏（同朋大学教授） 

 聖典聖教学習会①   ３月７日（金）１４:００～ 講題：「宗祖親鸞聖人と観経」 講師：名和 達宣氏（教学研究所所員） ※岐阜開催 
 

 

+-  

※ ２月の全寺院発送にチラシ同封

済 

金森宗和…二代金森可重の長男 

 

1589…高山城築城 照蓮寺建立 

↓ 

 

 

照蓮寺 13代 

 

【E】の茶の湯 1599 

 長近、教如と家康の仲介 

1541 金森五郎八（可近）17歳は 

   織田信長 7歳の養育係となる。 

   後に信長の長をもらい「長近」となる。 

利休 

http://hidagobo.jp/
mailto:takayama@higashihonganji.or.jp


 青少幼年教化は“サイクル教化”であり  青少幼年部会  
 

高山のケーブルテレビ「Hit net TV!」で、高山一円のご家庭に、真宗のメッセー

ジを届けする、子ども向け番組『ごぼうチャンネル！』が昨年まで放送されました。 

コロナが流行した影響で、さまざまな仏事が中止、延期、あるいは簡略化せざる

を得ない状況となり、「仏法を聞く機会」「仏事に足を運ぶ習慣」が減少しました。 

このような中で、『ごぼうチャンネル』は、従来行われていた「人が集まる教化」で

はなく、「届ける教化」に視点をおき、家庭においてもお内仏を中心とした「集う場」

と「聞法の機会」が開かれることを目的とし、同時に家庭同朋の会結成の一助とな

ることを願い開設されました。 

 

【影絵アニメーション 仏典童話】 
仏教の教えを子どもから大人までわかりや

すく語りかける物語。ひだご坊オリジナル

の影絵アニメーションになっています。 

 

【お内仏の時間】 
“合掌の仕方”、“仏花について”など、仏教、

仏事の素朴な疑問を、分かりやすく解説し

ています。 

 

 

 

                            
YouTube 

                         「ひだご坊」で検索！ 

 
【せいかつミュージック】 
生活の中にある音、音楽をご紹介。世界の  

楽器から、身近な物を楽器にして演奏。人生

を彩る“音”に出あえます！ 

 

【法話】 
子ども報恩講などでのお話。こども向けの

分かりやすいお話から、「帰敬式」について

のお話など。ほか、報恩講での「響讃 御伝

鈔」などもご覧いただけます。 

 

【防災について】 
東日本大震災を経験された末永賢治さんの

お話（第 20 回）。命を守る「防災・減災」

についてどうすればいいのかをお話してく

ださっています。ためになるお話です。 

 

【その他】  

子ども向けクイズコーナーや、夏のつどい、子ども会の様子なども

ご覧いただけます！ 
 

子ども会などで映像を流すのも◎ 

ぜひ、色々な活動にご活用ください！ 
    

  寄稿「戦後８０年を迎えて」②  ４月２日「全戦没者追弔法会」－大谷派における戦死者儀礼の変遷－     

今年も春の法要期間中の４月２日に「全戦没者追弔法会」が勤まる。 

 この法要は、1987（昭和６２）年に「戦没者追弔会」から名称が変更された。この

名称変更は、法要の趣旨が大きく変わったことによるもので、それまでは、戦地に

赴いた者だけの追弔であったものを、「全」の字をつけて日本国民だけでなく全て

の戦争で命を落とされた方々の追弔とし、また、真宗の教法にもとづいた追弔法会

をお勤めするのだということで、「法」の字が加えられた。真宗大谷派は、この時を

始めとして宗門の戦争責任を告白して法会に臨んできだ。＜同年『真宗』５月号＞ 
 

大谷派の戦死者儀礼の歴史は、明治時代に始まる。１８９４年に日清戦争が始ま

ると、翌年１０月に「征清軍隊死亡者追弔法要」が勤まり、続けて、戦争の勝利を祝

う「祝捷奉告法要」が勤まっている。この後も、日露戦争、シベリア出兵、満州事変、

日中戦争そして太平洋戦争と、その都度法要が勤められており、全てにおいて、国

家に殉ずる戦争での死を受け入れさせ、たたえるものであった。 

教えの上では、「真俗二諦」を、現世においては皇国に尽くすことを俗諦とし、来

世には極楽に往生することを真諦として、天皇国家に尽くすことが真宗の教義でも

あるのだと正当化していた。この真諦の儀式が報恩講であるとし、俗諦の儀式とし

て「酬
しゅう

徳会
と く え

」（天皇の恩に感謝し、宗派功労者を褒める）が 1892（明治２５）年から始まり、何と

1998（平成 10）年まで勤められてきた。＜現在は「師徳奉讃法要」が勤められている＞ 

以上述べたような、大谷派の戦死者儀礼の歴史については、『教化研究』１３３号

（２００４〔平成１６〕年発行）に山内小夜子氏の論考が掲載されている。戦後８０年を

ご縁として、是非、お読みいただくことをお勧めする。 
 

戦死者儀礼は、遺族が亡くなられていくにつれ参拝する方も減っていく。８０年と

いう時間が過ぎたということはそういうことなのかもしれない。だからこそ今、法要

の名称が変更されたということを縁に、 遺族のためだけではない、“傍観

者にならない”この法会の意味を確かめていくことが大切なのではないか。   
    

          飛騨御坊真宗教化センター・高山別院 2025 年 3 月行事予定           
 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区・組 会 場 

19 水 13:00 別  彼岸会 内記 淨氏（徃還寺住職） 本堂 

20 木 13:00 別  彼岸会 三島多聞氏（輪番） 本堂 

21 金 13:00 別  彼岸会 三枝正尚氏（隨縁寺住職） 本堂 

22 土 
13:00 

19:00 

別  彼岸会 四衢 亮氏（不遠寺住職） 

組 高山１組親鸞教室④ 

本堂 

研修室 

23 日 13:00 別  彼岸会 白尾公信氏（了心寺住職） 本堂 

24 月    

25 火 14:00 教 真宗同朋会総会 研修室 

26 水 13:30 教 教区坊守会委員会 照明寺 

27 木 

13:00 

14:00 

19:00 

別 お逮夜 

教 是旃陀羅問題に取組む実行委員会 

教 教化研究所 

本堂 

WEB 

研修室 

28 金 
13:00 

14:00 

別 親鸞聖人御命日・蓮如忌 法話:細川宗徳氏(蓮乗寺住職) 

教 慶讃広報部会 

本堂 

研修室 

29 土 19:00 組 高山１組親鸞教室⑤ 研修室 

30 日    

31 月 15:15 組 高山１組末日会 研修室 

2025年 4月 ※中旬までの掲載とし、定例行事は省きます。 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 

３ 木 14:00 教  聖典・聖教学習会② ５～７  組 １組同朋会推進講座後期教習 

４ 金 9:30 教 得度事前研修会・得度考査 ７ 月 14:00 セ  真宗公開講座⑦ 

 

チャンネル登録

はこちらから！ 

耳なれすずめ  

  日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区・組 会 場 

1 土 19:00 組 高山１組親鸞教室③ 研修室 

2 日    

3 月 13:00 別 嘉念坊善俊上人法要・総会・記念講演（竹田雅文氏） 本堂 

4 火 13:30 教 岐阜・高山両地区 同推協代表者会議 研修室 

5 水 14:00 教 是旃陀羅問題に取組む実行委員会 WEB 

6 木 14:00 セ 真宗公開講座⑥（講師:安藤 弥氏） 御坊会館 

7 金 14:00 教 聖典聖教学習会①（講師:名和 達宣氏） 岐阜高山教務所（WEB） 

8 土    

9 日    

10 月    

11 火 
13:00 

14:00 

別 大谷婦人会定例 法話:三島 多聞氏（輪番） 

教 慶讃総務会 

御坊会館 

研修室 

12 水    

13 木 
7:00 

13:30 

別 前住上人ご命日 

組 高山２組組会 

本堂 

研修室 

14 金 
9:00 

13:30 

別  おみがき 

教 岐阜地区坊守基礎講座 

本堂 

岐阜高山教務所（WEB） 

15 土 7:00 別  一日華  

16 日 13:00 別  納骨経 本堂 

17 月 13:00 別  彼岸会 帰雲真智氏（還来寺住職） 本堂 

18 火 13:00 別  彼岸会 旭野康裕氏（永養寺住職） 本堂 

 


